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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・医療福祉学会の特別講演のアンケート実施。提出は2/1(金)まで

・自身の担当利用者様のデータベースについて、自立支援医療や手帳などの社会資源の有効期限の入力を進めていくこと。

・インフルエンザ感染予防のために、手洗い・うがいを徹底し、人混みを避けるとともにマスクの着用を心掛けること。また、急な発熱や関節痛等の全身症状が出現したら、早めに医療機関を受診すること。

・本日、八戸学院大学健康医療学部看護学科看護実習生が来所している。
・年次有給休暇を申請したら慶長JGMへ報告すること。

・物品発注の決裁は慶長JGMに変更している。確認の為発注時は一言声を掛けるように。

・今後の予定として7月より敷地内全面禁煙になるとのこと。利用者への説明はまだせず、職員内で周知していくこと。
・2/15(金)　青陽館避難訓練実施予定。
・病棟での事故や誤嚥について、青陽館でも起こりうることなので、普段から事故や誤嚥が起こらないように注意していく。

・感染対策管理委員会から
環境表面の細菌・ウイルスなどの除去、血液・吐物汚れの消毒にジアエンフォームを新規採用することとなった。発注方法はWIZの「物品発注」から“ジアエン”で検索し発注すること。
・高山英佐様　治験スケジュール
2/5(火)スクリーニング、2/19(火)ベースラインを行い、その結果によって正式に治験を始めるか決定する。両日とも診察(10：00枠)終了後に青陽館へ来所。15：00頃に当院へ再来院しビデオ撮影。終了後そのまま帰宅予定。
・今後の遅C勤務者へ

DNC勤務のうち、1名が青風荘に行っている間、もう1名はN勤務の1名と共にDNC・NCの利用者様の見守りを行う。もう1名のNC勤務者は、2階の掃除を行う。

→昨日実践した感想として、DNC勤務者がNC利用者様をはじめとする利用者様と交流することができた。今後も継続していく。

＜研修案内＞
〔外部研修〕

・認知症ケア専門士認定試験の案内があり、希望の方は佐藤AOMまで。

〔内部研修〕
看護グループ内研修　場所：病院2階会議室
・1/31(木)　テーマ：「精神科看護の役割」
・2/8(金)　 テーマ：「救急対応」

法人研修

2/5(火)、ビデオ研修2/7(木)　テーマ：「個人情報保護法について」
講師：わかば法務事務所　久保隆明氏　場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
※各内部研修については、出欠入力を各自行うこと。
＜各種締め切り＞
・2/1(金)医療福祉学会の特別講演のアンケート　慶長JGMまで
・2月中　評価の更新(LASMI、転倒・転落)
＜利用者様情報＞
デイケア

・高山　英佐　様～昨日の夜中から下痢で今朝も下痢が続いているため欠席したいと本人から連絡がある。その他食事や服薬状況について確認すると、朝食は摂取することができなかったが、薬は服用したとのこと。症状が持続するようであれば内科受診をするよう促している。必要時、母へ生活状況について確認していく。
・上川原　豊　様～来所時からスタッフへの話し掛けが多い。作業療法時に車のカタログを見ながら「軽自動車ダメだよ」とスタッフへ話し、以後も席を移動し他利用者への話し掛けが頻回である。
昨日夕食後薬の空包を持参せず。訪問看護師へ情報提供していく。薬袋に日付の記載がないため助言を要している。膝等の足の疼痛について「今日はまだ痛くないよ」と話す。野々口整形外科でカプセルを処方されたとのことで薬剤名を確認するが、「わからないよ」「薬情？そんなのないよ」と詳細不明。
・冨田　紀子　様～今朝の訪問時に傾眠傾向であったとグループホーム世話人から情報提供がある。青陽館までグループホーム世話人が同行することを伝えるが拒否し一人で来所している。体調について「ぐっすり寝てるんですけど、眠くて眠くて」と話すため、無理のない程度で行動するよう助言している。最近ふらつきが目立っているため転倒に注意していく。
・船場　幸子　様～今朝の訪問時に苛々している様子で、グループホーム世話人からの挨拶を無視したとグループホーム世話人から情報提供がある。本人へ確認すると、昨日こたつの電源の有無についてデイケア利用者で入居者の繁名和恵様へ確認連絡したが不在。その間、繁名様が青陽館へ連絡していたことが判明し、「自分の電話は出ないのに、なぜ青陽館へ電話したのか」と苛々したとのこと。来所後、担当スタッフへやや口調が強くなることがあったが、以後は普段通り過ごしている。
・櫻川　貞二　様～「先生が利用日以外の曜日もデイケアを利用しても良いと話していたけど、それでも良いの？」と本人から確認連絡がある。利用可能であることを伝えると、「手術が上手くいって視力が回復すれば、またデイケアに行きたいと思うので、抹消しないでね」とデイケア利用終了の意思はないと明るく話している。症状改善し次第、来所してほしいことを伝えている。
・寺沢　彩　　様～トイレから出てくる際に、貧血で目がかすみ、視界が暗くなったため壁にもたれかかっていたと話す。怪我等の有無について確認すると、「もたれかかっていたから大丈夫」「久々で怖かった」と話すことから、トイレで何かあった時には呼び出しベルを鳴らし助けを呼ぶよう助言するが、「大きい音が出て嫌だ」と返答している。服薬について朝食後薬の忘薬や現在月経中のため、色々重なっていたことを話している。
・中村　与一郎様～「カシオペアの体験利用が始まったら、デイケア1日休みたいんですけど…」と話すため、担当スタッフへ相談するよう助言している。
・下苧坪康一郎様～1/24(木)来所時に自立のためグループホーム入居を検討していると担当スタッフへ話すことがあり、次回診察時に主治医へ相談するよう助言していた。入居先の希望について中村与一郎様が入居している「あおば」、新居である「あおめ」の名前が挙がっている。グループホームの空き状況についてグループホーム世話人へ確認すると、「あおば」は2部屋、「あおめ」は4部屋、「あおみ」は人気のためしばらく空かないとのこと。入居者募集中とのことで病院SWへ情報提供していく予定。
　　　　　　　　　※「あおぞら(女性)」も1部屋空きあり
デイナイトケア
・佐藤ミツ子様～青風荘から情報提供があり、昨日帰荘後、スタッフの近くを歩きながら突然「痛い」と足の疼痛を訴えることがあったが、歩くことには問題ない様子を話していたとのこと。本日のデイナイトケアでは、運動プログラム開始前に「足が痛くて出来ないんだよ」と話すため見学するよう声掛けしている。他者への頻回に話し掛けや、特定利用者の身だしなみへの言動が認められている。
・津嶋イチ子様～青風荘から情報提供があり、昨夜、古舘正行様がズボンが下がっているのを見て「太ったからだ」と声高に話し続けており、スタッフが注意するが上記言動は変わらなかったとのこと。本日のデイナイトケアでは、プログラム参加時にスタッフの説明を聞かず話し続けることがあったが、過度となることはない。
・古川　富蔵様～青風荘から情報提供があり、昨夜で排便が3日ないと話し、シンラック液15滴服用。今朝は排便なしと話していたが、昼食直前に排便したと報告がある。青風荘へ情報提供していく。
ナイトケア
・若松　邦生様～久しぶりの来所。「今日苛々することがあって仕事を早退しました」と話すため詳細を確認している。「僕より一回り上の女性が僕を無視したり避けたりするんです。前から無視することはあったんですけど、年始に挨拶したら無視されたのをきっかけに今月そういうのが著しくて…何が原因でその行動を取っているっていうのがわからないから、どうしようもないんです」と就労継続支援A型「東奥朝日ソリューション」を利用している女性の行動について自身の感情を表出している。また下妻康貴様の名前も挙げつつ、「二人に共通しているのは僕が嫌いだからの言動なんです。下妻さんは今後関わることはないからいいんですけど」「人に初めて話すんですけど、小中学校っていじめられないように相手の表情を窺って動いていたんですけど、中2のときに前日まで仲良くしていた男性グループにいじめられたことがあって。それから我慢することをやめました」「下妻さんに前“がり勉”って言われてぶん殴ろうかと思ったんですけど、なんとか自分を抑えました。入院したくないし」と訴えており、自身で考え行動したことについて評価している。「長いこと話してすみません。ありがとうございました」と話し、以後はスタッフと交流しながら表情穏やかに過ごしている。
＜勉強会＞
◎回想法とは

昔の懐かしい写真や音楽、昔使っていた馴染みの深い家庭用品などを見たり、触れたりしながら、昔の経験や思い出を語り合う一種の心理療法。

昔の思い出は、高齢者の方が今まで歩まれてきた人生そのものであり、昔を懐かしんで話をされているときは、自然と穏やかな表情になっていると思います。また、語り合う相手がいれば、喜びや幸せな気持ち、大変だった経験を乗り越えてきたことも一緒に分かち合い、充実した時間を過ごすことが出来ます。

楽しかったこと、辛かったこと、家族や友人とのエピソード、生き抜いてきた社会的背景など、人それぞれ過ごしてきた時間は異なります。今までの自分の人生を振り返り、人生を再確認することで、現在の自分も肯定的に受け入れやすくなります。


昔の思い出に親しむことはごく自然なことであり、回想法は今の自分を認め、人生を豊かにするための手段のひとつとも言えるでしょう。

◎回想法の効果

認知症の方は、最近の記憶を保つことは困難ですが、昔の記憶は保持されています。昔のことを思い出して言葉にしたり、相手の話を聞いて刺激を受けたりすることで脳が活性化し、活動性、自発性、集中力の向上や自発語の増加が促され、認知症の進行の予防となります。また、昔の思い出に浸り、お互いに語り合う時間を持つことで精神的な安定がもたらされます。

共有の話題を楽しむ仲間と過ごすと不安や孤独感が和らぎ、自分の話を聞いてもらえているという満足感も得られるので、高齢者に多いうつ症状の改善・予防にも繋がります。グループの対象者同士のコミュニケーションの促進や、高齢者の方の人生や考え方を実施者が知り、日頃の介護に活かすことも出来るでしょう。

◎回想法の実践方法

個別で行う方法やグループで行う方法がある。

◯個別での方法

何気ない日常会話からスタートして自由に話をする方法と、あらかじめ決めたテーマについて面談のように話をする方法などがある。

形式にこだわらず、昔のドラマを見たり、昔良く聞いていた音楽をかけたりしながら会話をすることや、昔の思い出を聴くことでも回想法を取り入れることが出来る。

◯グループでの実施

事前に対象者の個人情報や生活歴などを調査して、対象者の触れられたくない話題は避けるようにする。子供時代の遊びや旅の思い出などの気軽に話せるテーマを決定し、1時間ほど実施します。


回想法を実施するには知識・技術の習得が必要なので、研修会などへ参加して関わるスタッフへの理解を深めることが大切です。話題に出たことの守秘義務は守り、安易な肯定・否定はせずに対象者のペースに任せて傾聴を心がけましょう。
なるべく同じ時間・曜日の継続する方が定着しやすく、見当識を促すことにもつながります。

◎回想法に必要な道具
視覚や聴覚、触覚、嗅覚、味覚などの五感を刺激して昔のことを想起しやすくするために、昔の写真や音楽、歌、本、新聞、映像、地図、おもちゃ、生活用品、着物、季節の花や地域の特産物、季節の行事を想起するもの、香りがするものなどを用意する。
◎回想法を行う前に、守るべきこと
①語り手の尊厳を守る
②語られた人の尊厳を守る
③回想法参加者全員がそこで語られたことを他言しない
④語り手の話が、毎回変わっても否定しない

⑤相手が話したくないことは無理に尋ねない
